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(57)【要約】

【課題】蛍光物質としてビタミンＢ２を使用し、不可視

光の波長の光を励起光として照射することで直視下手術

において肉眼で患部を認識することが可能となる医療用

蛍光装置を提供する。

【解決手段】蛍光物質であるビタミンＢ２が注入された

注入部位、及び当該注入部位に隣接する非注入部位に不

可視光の波長の光を励起光として照射する照射手段を備

える。不可視光の波長は２５５ｎｍ～３６５ｎｍであり

、特に肺の区域同定において経気道法を用いる場合は３

００ｎｍ～３１５ｎｍの波長を励起光とし、経血流法を

用いる場合は２５０ｎｍ～２８５ｎｍ又は３６５ｎｍ近

傍の波長を励起光とする。

【選択図】図１
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